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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成22年1月14日(2010.1.14)

【公表番号】特表2009-526574(P2009-526574A)
【公表日】平成21年7月23日(2009.7.23)
【年通号数】公開・登録公報2009-029
【出願番号】特願2008-554565(P2008-554565)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｌ  24/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  15/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｌ  25/00    　　　Ａ
   Ａ６１Ｌ  15/01    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年11月19日(2009.11.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　出血している創傷のための閉鎖物であって、出血を止めるために創傷に適用するのに適
した基質を含み、前記基質に、マトリックスタンパク質、光活性化可能な金属－配位子錯
体および電子受容体のうちの１つまたは複数を浸透させる、または前記基質を、マトリッ
クスタンパク質、光活性化可能な金属－配位子錯体および電子受容体のうちの１つまたは
複数でコートする閉鎖物。
【請求項２】
　マトリックスタンパク質が、フィブリノーゲン、フィブリン、コラーゲン、フィブロネ
クチン、ケラチンおよびラミニン、またはそれらの混合物からなる群から選択される、請
求項１に記載の閉鎖物。
【請求項３】
　マトリックスタンパク質が、フィブリノーゲン、フィブリン、コラーゲンおよびフィブ
ロネクチン、またはそれらの混合物からなる群から選択される、請求項２に記載の閉鎖物
。
【請求項４】
　マトリックスタンパク質が、フィブリノーゲンである、請求項３に記載の閉鎖物。
【請求項５】
　光活性化可能な金属－配位子錯体が、Ｒｕ（ＩＩ）錯体、Ｐｄ（ＩＩ）錯体、Ｃｕ（Ｉ
Ｉ）錯体、Ｎｉ（ＩＩ）錯体、Ｍｎ（ＩＩ）錯体またはＦｅ（ＩＩＩ）錯体である、請求
項１から４のいずれか一項に記載の閉鎖物。
【請求項６】
　錯体が、Ｒｕ（ＩＩ）ビピリジル錯体、Ｐｄ（ＩＩ）ポルフィリン錯体、スルホナトフ
ェニルＭｎ（ＩＩ）錯体またはＦｅ（ＩＩＩ）プロトポルフィリン錯体である、請求項５
に記載の閉鎖物。
【請求項７】
　錯体が、トリス（ビピリジル）Ｒｕ（ＩＩ）錯体である、請求項６に記載の閉鎖物。
【請求項８】
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　錯体が、二塩化トリス（ビピリジル）Ｒｕ（ＩＩ）である、請求項７に記載の閉鎖物。
【請求項９】
　電子受容体が、過硫酸塩化合物、過ヨウ素酸塩化合物、過臭素酸塩化合物または過塩素
酸塩化合物である、請求項１から８のいずれか一項に記載の閉鎖物。
【請求項１０】
　電子受容体が、過硫酸塩化合物である、請求項９に記載の閉鎖物。
【請求項１１】
　電子受容体が、過硫酸アンモニウムまたは過硫酸ナトリウムである、請求項１０に記載
の閉鎖物。
【請求項１２】
　薬物またはその他の治療剤をさらに含む、請求項１から１１のいずれか一項に記載の閉
鎖物。
【請求項１３】
　基質が、コラーゲンのシート、包帯、ガーゼ、布、タンポン、膜またはスポンジである
、請求項１から１２のいずれか一項記載の閉鎖物。
【請求項１４】
　マトリックスタンパク質と、光活性化可能な金属－配位子錯体と、電子受容体とを含む
組成物。
【請求項１５】
　マトリックスタンパク質が、フィブリノーゲン、フィブリン、コラーゲン、フィブロネ
クチン、ケラチンおよびラミニン、またはそれらの混合物からなる群から選択される、請
求項１４に記載の組成物。
【請求項１６】
　マトリックスタンパク質が、フィブリノーゲン、フィブリン、コラーゲンおよびフィブ
ロネクチン、またはそれらの混合物からなる群から選択される、請求項１５に記載の組成
物。
【請求項１７】
　マトリックスタンパク質が、フィブリノーゲンである、請求項１６に記載の組成物。
【請求項１８】
　光活性化可能な金属－配位子錯体が、Ｒｕ（ＩＩ）錯体、Ｐｄ（ＩＩ）錯体、Ｃｕ（Ｉ
Ｉ）錯体、Ｎｉ（ＩＩ）錯体、Ｍｎ（ＩＩ）錯体またはＦｅ（ＩＩＩ）錯体である、請求
項１４から１７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１９】
　錯体が、Ｒｕ（ＩＩ）ビピリジル錯体、Ｐｄ（ＩＩ）ポルフィリン錯体、スルホナトフ
ェニルＭｎ（ＩＩ）錯体またはＦｅ（ＩＩＩ）プロトポルフィリン錯体である、請求項１
８に記載の組成物。
【請求項２０】
　錯体が、トリス（ビピリジル）Ｒｕ（ＩＩ）錯体である、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２１】
　錯体が、二塩化トリス（ビピリジル）Ｒｕ（ＩＩ）である、請求項２０に記載の組成物
。
【請求項２２】
　電子受容体が、過硫酸塩化合物、過ヨウ素酸塩化合物、過臭素酸塩化合物または過塩素
酸塩化合物である、請求項１４から２１のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２３】
　電子受容体が、過硫酸塩化合物である、請求項２２に記載の組成物。
【請求項２４】
　電子受容体が、過硫酸アンモニウムまたは過硫酸ナトリウムである、請求項２３に記載
の組成物。
【請求項２５】
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　薬物またはその他の治療剤をさらに含む、請求項１４から２４のいずれか一項に記載の
組成物。
【請求項２６】
　不活性な担体をさらに含む、請求項１４から２５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２７】
　マトリックスタンパク質と、光活性化可能な金属－配位子錯体と、電子受容体とを含む
キット。
【請求項２８】
　光源をさらに含む、請求項２７に記載のキット。
【請求項２９】
　創傷の閉鎖物をさらに含む、あるいはマトリックスタンパク質、光活性化可能な金属－
配位子錯体および電子受容体のうちの１つもしくは複数を、あらかじめ浸透させた、また
はマトリックスタンパク質、光活性化可能な金属－配位子錯体および電子受容体のうちの
１つもしくは複数で、あらかじめコートした創傷の閉鎖物を含む、請求項２７または２８
のいずれか一項に記載のキット。
【請求項３０】
　組織を結合させるかつ／または密閉するための医薬品の製造における、マトリックスタ
ンパク質、光活性化可能な金属－配位子錯体および／または電子受容体の使用であって、
組織部分に照射して、前記光活性化可能な金属－配位子錯体を光活性化し、それによって
、前記マトリックスタンパク質の架橋結合反応を開始させて、前記組織部分を密閉する、
または前記組織部分を隣接する組織部分に結合させる使用。
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